
日目
伊勢市 吹上 町(伊 勢市 駅前)～ 伊 勢市 宇治 館 町(内 宮)

〔帰路 内宮～奈良大学 〕

吹上一丁目(日の出館)一 外 宮(豊 川町)一 岡本町 一 小田橋 一

尾上町0倭 町 一 古市町 一 中之町 一 桜木町 一 牛谷坂 一

宇治浦田町 一 宇治中之切町 一 宇治今在家町 一 内 宮(宇 治館町)

〔帰路 〕 内宮一五十鈴川駅一(近鉄)一平城駅一山陵八幡神社一奈良大学

懸 一.

いよいよ最終日である。距離が短いこともあって、この日の出発は例年iO時 頃と

遅い。足を痛めている者、前夜痛飲 した者、それぞれに身体はつらいわけだが、

泣いても笑っても最終 日。伊勢に着いた楽 しさ、嬉 しさを享受 しつつの朝である。

そのせいか、皆それぞれに晴れやかな表情 に見える。



山 田

看の岳飴を出発、昨日の道を戻る形で褄勢指駅前から神宮参道に入る。少々信じがたいが、昭和36
しんと

年(1961)ま で、この狭い参道を路面電車(三 重交通神都線、 「神都電車」)が 走 っていた。土産物屋

などの並ぶ参道を500mほ ど進むと町並が途切れ、昨夕通 った三重交通の外宮前バスのりばが見えて

くる。ここが神都線の外宮前停留所と、明治村に移築された旧宇治山田郵便局の跡である。そして、

その奥にC(璽 蔓笑瀞琶)の 杜が見えている。

外宮への参道は、一の鳥居か らの表

参道のほか、旧宮前館の西側裏手、

参拝者用駐車場の前から入る北御門

(きたみかど)参道 もある。一の鳥居から

参拝するのが正式で、宝来講もこち

らを通っているが、宮川方面か ら参

拝する場合は北御門のほうが便利な

ため、江戸時代にもよく利用されて

いたらしい。r伊 勢参宮名所図会』

は一の鳥居 と同様の賑わいをみせる

北御門参道を描き、r新 撰伊勢道中

細見記』も 「舘。是より宮中北御門
へ入。勅使上使バーの鳥居御参入有。

諸国の参宮人わ、一の鳥居より参入

すべきなれど行程近 く便利よろしき

故、多ハ北御門より参入するなり」

溝纏 蕪海繍翻縫

磁

曝

磯

編 離 蒸1!照
騰i鞍

とあり・北御門参道を庶民の参宮路 垂鱗
として紹介 している。

またr伊 勢路見取絵図』では、こ

の北御門の前に 「館(たち)町」という

文字が見える。内宮同様、宮人など

の斎館が建っていたためこのように

議蕪 慧1譲 懸 裟i襲
周 辺 整 備 の た め民 家 は買収 され 、 現

在 は神 苑 とな って い る(俘 融 蹄史』捲)。 …齢 ・・㌔...

「神都電車」

神都線は、山田(現 伊勢市)駅 前 ・外宮・内

宮 ・二軒茶屋 ・二見を結び、 「神都電車」と

して親しまれていたが、小回りの効くバスに

観光客を奪われ廃止となった。伊勢の正月名

物である初詣客大輸送をはじめ、多客期の混

雑をさばくことができなかったのである。

現在、大晦日の伊勢の街には、三重交通の

各営業所から路線用 ・観光用を問わず予備の

バスが集結してくる。元日の外宮前～内宮前

線は、乗客が乗り次第発車という無ダイヤ状

伊勢ではこの正月大輸送を乗り切れない

交通機関は生き残れないのだ。
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外2豊 受大神宮

_般 に寡醤といわれているが、正しくは篁斐笑挿§という。 「外宮」とは篁笑挿琶の舞っ宮の意

味である。 「げぐう」と濁音付きで読む人が多いが、伊勢では濁 らずに 「げくう」と読み、内宮

も同様に 「ないくう」である。ちなみに斎宮 も 「さいくう」と読んでいる。
やまだがはらとようけのおおみかみ みや

豊受大神宮は、食物の神 ・稲米の神である豊受大神を祀っており、宮川のほとり、山田原の地

に鎮座する。豊受大神はr古 事記』に豊宇気毘売神 としてみえる女神である。気は 「食」 「齪」

で食物のことを指す。あ奨蕪笑編)食 する笑勧畿(食 物)の 守護神であり、転じて農業、さらに拡

大 してすべての産業の神とされる

内宮、外宮の起源についてはr古 事記』の天孫降臨の条に 「この二柱の神(天 照大神 とその形代

としての神鏡)は 、さくくしろ、五十鈴の宮に拝き祭 る。次に登由宇気神、こは外宮の度相に坐

す神ぞ」とある。

しかし、豊受大神宮の鎮座そのものについては記紀に伝承がな く、延暦年間(782～806)のr止

由気宮儀式帳』に見えている。すなわち、第21代雄略天皇(5世紀)の 夢に天照大神があらわれ、
「自分は独 り身で寂 しいから、朝夕に奉る御饅の神として丹波国比治の真名井原より トヨウケノ

神を迎えよ」と告げたので、同天皇の22年9月 にこの神を山田原の地に迎え、御饅殿を建(て 朝

夕の大御饅の儀を始めたという。

では、神宮司庁刊のrお 伊勢まいり』を道案内として、外宮の神域を順に見てみよう。外宮の神

域内は、手水舎が左にあるため左側通行となっている。
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大きな常夜燈の建っ正面の入口を入ると、砂利を敷き詰めた広場があり、奥に小さな和橋が

架かっている。これを渡るとまた広場状になってお り、広場左側に手水舎、右側に楠の木、

参道正面に鳥居が見える。

第一鳥居ロ御橋 今渡 ってきた小 さな和橋を正式にはこう呼ぶ。防火のために造 った堀川にか
ひ よけばし

けられており、 「火除橋」と通称されている。現在、このあたりは整然と砂利が敷かれ、いかに

も神域という感がある。 しか し、先述 したとおり江戸時代には民家が並び、町があった。明治時

代以降、立ち退きと整備が進み、現在の姿となっている。

享罐 ここで手を洗い・をすすぐ.これも0っの誕 繊 ある◎手水の仕方にも作法力くある。

まず杓に水を汲み、左右の手を洗 う。次に左の掌に水を受けて口をすすぐ。杓に直接口を付ける

のは不作法といわれている。最後に杓をたてて、中に残 った水で杓の柄を流すのである。この作

法がいっ頃からの ものか詳細は分からないが、神道の教義や作法にっいては、永い伝統を持っ祭

祀儀礼とは対照的に近世の成立が多 く、近世の衛生観を反映している可能性もある。

清盛楠 参道をはさんで、手水舎の反対側に楠の大木がある。樹高10m、 胸高直径3m余 りの

一株の楠である。平清盛(そ の子重盛という説 もある)が 勅使として参向 したとき、冠に触 った

両側の枝を切らせたという伝説がある。

第一鳥居 火除橋か ら見えていたのがこの鳥居で、一の鳥居ともいう。挿萌造で、ここを境に

頭上が開けて明るい手水舎側と、神々しい神宮杉の大木が聲える正宮側では雰囲気が一変してい

る。そんなためもあってか、この鳥居を くぐるといよいよという気持ちになる。

第 「鳥居をくぐると、表参道は右へと曲線を描いてさらに奥へと進んでいく。

外宮斎館 参道右手の大きな門がこの館である。祭典のとき、神職が参籠の潔斎を して、心身

を清める宿館である。

行在所 斎館の奥にあり、天皇が参拝時に参籠する場所である。

やがて参道に二つ目の鳥居があらわれ、これを抜けると参道の幅は広がって、神楽殿や正宮

の並ぶ外宮神域の中心部に出る。
ほうへい へいはく しゆはつ

第二鳥居 この鳥居では、奉幣(幣 吊を奉る)の とき、幣吊や勅使の修祓(お はらい)が 行わ

れることになっている。感覚的にいえば、二っの鳥居の間は、杉の大木の トンネルのようでもあ

る。

外宮神楽殿 第二鳥居をぬけて右手の入母屋造の建物で、接続 して神札授与所がある。一般の
み かぐら

御神楽の奉奏・御齪を供えての祈禧、献金、御神札、またお守り、暦の授与などを扱っている。

御神札などの授与・神楽の奉奏などは参拝の後というのが正式な順序になるため、左側通行の外

宮なら復路の左側・っまり往路の右側に神楽殿がある。内宮は右側通行になるので この逆である。
みやのめぐりのかみ

四 至 神 この外宮の四囲を守 る神である。神札授与所の西側、石原の東南の角に祭壇があ

る・小さい石畳の中央に0本 の榊が植えてあり、その前に三っの石が並んでいる。
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九丈殿 外宮神楽殿の西にある板葺、切妻造の建物。外宮の摂社、末社、所管社の遙祀が行わ

れる。
きようぜん

主丈殿 九丈殿の北にある板葺、切妻造の建物。雨天時の修祓、遷宮諸祭の饗膳(儀 式として

の宴)な どが行われる。
おおa

大庭 五丈殿 と九丈殿の前の石原は昔か らこういわれている。奉幣のお祭のときの玉串行事が

行われたが、現在では正宮御垣内の中重で行われるようになった。ただ、遷宮祭時の玉串行事は

古式のままここで行われる。

神楽殿 ・九丈殿の前を抜けると、参道は長方形の広場状となる。その一番手前右側が、平成

5年(1993)の 第61回式年遷宮で新 しく建て られた正宮である。平成6年(1994)3月 までは、

その西側 に今回の遷宮までの古い正宮も残 されており、新旧ふたっの宮がそっくり同 じ造り

で並んで建つことになる。

豊受大神宮正宮 豊受大神宮は、先述のとおり豊受大神をまつっている。また箱縷韓として御

律雛 東に一座、西に二座をまつる。

正殿と付属の建築群は、四重の御垣で囲まれている。外から内へ それぞれ殺琶 購 篭 茜

宝塩 第鑓といい、板垣の外に___.がある。一番奥の瑞垣の内を寓暁といい、最も清浄な聖域と

する。板垣の入口が板垣南御門で、神明型の鳥居が建っている。これをくぐると、正面に純白の

絹の御幌がたれる外玉垣南御門がある。この門前が一般の拝所 となる。

参拝の作法はまず、板垣の外、板垣南御門の正面に立っ蕃塀の陰に、正殿か ら見えないよう荷

物等を置き、板垣南御門をくぐる。先達が前に出て、全員で二礼、二柏手、一礼を行 う。

呼吸が揃 ったときは、気分もよい。思わず皆で顔を見合わせ、 「決まったね」と目で話すと

きもある。
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正 面

獺

藩
豊受大神宮の屋根と垣の構造

〔rお伊勢まいり』(神 宮司庁)よ り〕

参拝後は神宮の建築群を観察してみよう。外玉垣南御門の左

方から正殿の屋根を拝することができる。正殿は萱葺でその

棟に鰹栞が並び、屋根の東西両端に年朱がそびえ立っている。

この鰹木や千木には、外宮と内宮でわずかな差がっけられて

おり、外宮正殿は鰹木9本 、千木は先端を垂直に切りおとし

た多1箭である。ちなみに内宮は鰹木10本、千木は先端を水平

に切っており、茜箭 と呼ばれる。鰹木の数は、外宮関係が奇

数、内宮関係が偶数で、それぞれ相当する関係にある建物は

「外宮の本数+1二 内宮の本数」というのが原則である。

しら

外幣殿

蕃塀

C==コ 御饒殿

ロ ロ

外

玉

垣

内

玉

垣

御正殿

卿 謹
西 東
宝 宝
殿 殿
口 瑞垣南御門ロ

C=コ蕃垣 御門

内玉垣南御門

蔓勤
南宿衛屋

蕃塀馳

板

垣

正殿の足元は直接見ることができないが、檜の素朱造で竃笠式(柱 の本を直接地中に埋めて建

てる方法)と いう純日本風の建築様式である。こうした伊勢神宮の建築様式は、一般の神社の神

明造と区分して、曜空灘 を呼ばれている。(建 築については 「内宮」の項で詳述)

正殿の前方(南 方)両 側には、東、西の宝殿があり、お祭のとき奉られる幣吊や古神宝など

が奉納されている。正宮の後方(北 側)に も、祭祀にかかわる建物群が並ぶが、正面からは

見えないものが多い。

御饅殿 正宮の北にある穽穫霜、萱葺の建物。古代の床の高い穀物倉であった高倉の建築様式

が残されている。この殿に毎朝夕2度 、天照大神などの神々に食事が奉られる。壱勇竃覇多笑濁観

という。いわばここは神々の食堂である。この殿は内宮になく、御饅津神(食 物の神)で ある豊

受大御神の社らしい建物といえる。

忌火屋殿 正宮の北にある、切妻造、二重板葺の建物。 日別朝夕の大御饅をはじめ、諸祭典の

神齪(お 供え物)を 調理する所、台所である。 「慧荻」とは清浄な火をいう。勧獺 真(錐 の摩

擦熱で発火させる器具)で 切 り出した火でお米などを蒸 し、土器に盛って奉る。
み さかどの

御酒殿 忌火屋殿の西、板葺、切妻の御殿で、御酒殿神が鎮座する。昔はここで神酒を造 った

が、今は神酒を忌火屋殿で造 り、この御殿に奉納 したのちお祭にお供えする。
みうまや

御厩 忌火屋殿の北にある。皇室か ら牽進された神馬を飼っている。神馬は毎月1、11、21日

の3回 、紫地に白くぬいた菊花紋章の馬衣をっけて神前に見参する。
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西御敷地 先ほども触れたが、平成5年(1993)の 第61

回式年遷宮以前に正宮のあった敷地であり、同時に次の

遷宮で正宮を移す用地でもある。

現在新しい正宮が建っている東御敷地は、前回の第60回 式年遷宮(昭和48年 、1973)以来、

殿地」として過ごしてきた。平成2年(1990)か ら今回の遷宮に向けての準備が始められ、周囲に

板塀が設けられて中を見ることができなくなったが、それまでは一面に玉砂利の敷かれた広い敷

地と、正殿の床下中央部にある 「心御柱(しんZはしら)」の覆屋根が参道から見えていた(写 真)。
「・O御柱」は御神体よりも恐れ多いものといわれ、神宮に勤める者もr」C御柱の正体」は、決

して口外 しないという。おそらく、神宮の信仰形態の根幹部分をなす ものなのであろう。

また、この古殿地こしに、正殿や付属の屋殿を見 ることもできた。幾重もの垣に囲まれている

神宮正殿の中では珍しく 「脇のガー ドが甘い?」部分であった。正宮が東に移 ったため、古殿地で

ある西の敷地前の参道へは立ち入れなくなり、西の古殿地から東に建っ正宮を見ることはできな

い。したがって 「古殿地こしに見る正宮」は次の遷宮の翌春、平成26年(2014)ま で見る機会がな

いわけである。

式年遷宮の 「式年」とは"定 まった年"の 意で、20年

に一度、正殿以下、御垣内の諸殿、装束神宝の一切を新

しく調進することをいう。平成5年(1993)10月 に第61回

式年遷宮が行われたばかりである。(式 年遷宮につい

ては144頁参照)
「古

参拝を終えて退出する。宝来講では、参道に整列し、正宮の屋根を背景に入れての記念撮影

が恒例となっている。

神楽殿の神札授与所で軸莉を頂戴する。伊勢講は、講組織の代表として代参を行うのであ

り、村に残っている者たちに神札を持ち帰る役目がある。宝来講の場合、そうした役目も、

宗教的な意味もないが、 「神札を授かる」ということには、講参りの象徴 としての意味があ

るように思える。

た カゆみや つちのみや かゼのみや

多賀宮 土宮 風宮 宝来講では立ち寄らないが、参道をはさんで正宮の反対側、帰路でいえ
ぺつぐう

ば右側の方へ分かれているのが、外宮別宮の多賀宮、土宮、風宮への参道である。別宮はいずれ

も正殿を簡素にしたような造りで、小ちんまりしている。参拝者も少な く、意外に感 じがよい。

また、この参道の途中に石の橋がかかっている。大きな一枚岩で、その姿から 「亀石」と呼ばれ

ている。橋の下は川ではなく、外宮を取 り巻 くようにある御池の一部である。 これを一の鳥居方

向へ行くと、勾玉池につながっている。
まカぢたま

勾玉池 表参道第一鳥居の東側、帰路でいえば右側の林の向う側にある外宮神苑の池。勾玉の

形をしている。明治22年(1889)、 財団法人神苑会によって造 られ、神苑 も整備された。毎年仲秋

の名月の宵、ここで神宮観月会が行われている。

これで外宮の正宮を往復 してきたわけだが、別宮などに立ち寄らなくても30分程度はかかっ

て しまうから、広い神域内を じっくり見ようと思えばかなりの時間を要するはずである。
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間 の 山

外宮神域をあとにして、再び外宮前交差点に出る。正面に広々とした三重交通の外宮前バス乗 り場

が見える。昨夕から何度も横を通っているが、この角度がもっとも広 く見えるだろう。

御罧 道路を右へ進み、マリア保育園前の信号を左に入るのが旧街道である。この交差点を右側に

入れば旧璽誉蒔文庫がある。外宮神官の学校.図 書館として慶安元年(1648)開設されたものだが、明

治になって失火で講堂を焼失、蔵書は神宮文庫に移った。現在 ここには門と塀のみが残 っている。

保育園の角を左折して御木本道路より分かれる。祖霊社前に常夜灯があり、塞箇歯茉邸跡の石碑が

立っ。濱田は衆院議長もっとめた代議士で、軍部を批判 したいわゆる腹切問答で知られる。濱田とい

い尾崎行雄といい、戦前の三重には大物政治家が多かった。

約400m先 の筒茉町で近鉄宇治山田駅への道と交差、その100mほ ど先で近鉄鳥羽線の高架下をく

ぐり、すぐ赤笛矯(勢 箇川)を 渡る。橋の架け替えや河川改修で往時をしのぶべくもないが、橋の傍

らに由来を記 した案内板がある。かつてはもう一本細い橋が掛かっており、浄 ・不浄によって通る橋

を分けていたという(1伊鯵宮羅 』)。また橋を渡って道の左側、勢田川右岸の公園内には道標が立 って
すのこ

いるが、もともとここにあったものではなく、小田橋の一本北の賓子橋が架け替えられた際、そのた

もとから移設されてきたものである。
まんきんたん

街道を進むと、左手に万金丹の看板のある野間薬店がある。万金丹は道中薬、また伊勢土産として
あさま

もてはやされた胃腸薬である。看板に 「いせあさまがたけ」とあるのは朝熊ヶ岳のこと。以前は内宮

裏から金剛証寺へ登る朝熊響篭沿いの山頂近くに店があった。登山鉄道が開通した昭和初期には、朝
ニんこうしょう

熊岳駅 と金剛証寺の間ということで賑わったが、戦時中の昭和18年(1943)、 鉄材供出によってケーブ

ルが休止となり(そ の後昭和37年正式に廃止)、 戦後の昭和30年代にはスカイラインも開通、朝熊観

光のルー トが大きく変わったため、岳道の店を畳んで伊勢の出店(現 在地)を 本店とした。

間の山

内宮と外宮の間にある間の山には、お杉お玉

という二人の娘がおり、三味線をひいて銭を

擬で受けるのが名物であった。 「ねらひすま

して銭なげ付けるに一度も当たる人なし」と

いう。 『東海道中膝栗毛』では、弥次郎兵衛

がおもしろがって三味線を弾く娘に石を投げ

つけるが、掻ではねかえされて頬に当たりひ

どい目にあっている。また間の山の宇治側の

坂にあたる牛谷にも同種の者がいたようであ

る。 『膝栗毛』には

夫より牛谷坂道にか1れ ば女乞食共けはひ

かざりたるが往来に銭を乞ふ。又十一二の

女子ども紙にてはりたる笠のいうどれるを

糀r藷融麓謡騰戯
ぶ りさん、やてかんせ。ほうらんせ 」

差麓1テ鴇 蕩 譲窪1旨関 暴話雑
物の方、標色の着物の方、頬被りのかたと呼

び止めている様子を示している。
「伊勢参宮名所図会」
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道は箆王神社あたりから登り坂になって丘陵を越える。棒のようになっている足の最後の難関であ

る。瞠 前 ・屡苗賛 筈需.箪 芝断 ・種栗醸 』細長く続くこの丘陵は、山田と学殆の間、外宮と内宮の
あい やま

間ということから、 「間の山」と呼ばれている。道の左側には 「間の山 お杉お玉」の碑が立ってい

るが、お杉 ・お玉は江戸時代の間の山名物であった(X135頁)。
お ぺ

間の山の北側入口にあたるこの坂道は、かって 「尾上坂」といわれたようだが(r搬 遺」など)、現在

「尾上」は坂の名ではなく、町名として残 っている。ただ し読みは 「おのえ」である。 このあたりは

妻入 りの民家が軒を並べており、旧街道の風情をよく残 している。坂の途中の左側には、旅館 ・両口

屋の古看板も残っているが、両口屋そのものの場所は移動 しているようである。

これを上って行 くと古市である。古市は江戸の吉原 ・京都の島原 ・大坂の新町と並び称される遊里

で、 「精進落とし」の参宮客でにぎわった。全盛期(天 明年間)に は70軒の妓楼が軒を並べていた。

街道沿いには備前屋跡、油屋跡などの石碑が立っている。また、古市は芝居の盛んな地で もあり、古

市芝居跡の石碑 もある。当時、古市の舞台を踏めば人気役者 として認められたという。

油屋跡の石碑を過 ぎて、近鉄 鳥羽線を陸橋で越える。この陸橋の部分が油屋の敷地だったという。
ながみね

橋の上からは伊勢自動車道の高架橋、その後ろの朝熊山がよく見える。少々進むと、左手に長峰神社
あさきち

があり、その約100m先 の電柱に 「麻吉」の看板がある。

「麻 吉 」 界 隈

街道は直進だが、少々寄り道をして、看板の矢印に従 い路地を入ると、現在も営業を続けている

旅館 「麻吉」の前に出る。近世には旅籠ではなく料理屋であったという。古市は戦災に遇ってい

るが、この麻吉は焼け残ったため、古市華やかなりしころの香りを残 している。路地は本館 と別

館の間にかかる渡廊下を くぐり抜けて下へと続いている。 この路地から見ると、麻吉の建物は、

間の山東側の斜面に張 り付 くように、幾層にもなっていることがよくわかる。

また、麻吉前には 「左 あさま二見へちか道 此お くっ 、らいし」と刻まれた天保年間の道標

もある。 「っ1ら いし」には鍾乳石の意味もあ

るが、ここではこの先のっづら稲荷を指す。同

稲荷社は、っづら岩と呼ばれる巨岩を神体とし

ており、r伊 勢参宮名所図会』にも描かれてい

る。この麻吉前を通る道は、寛永頃まで伊勢街

道として使われていたが、牛谷坂を改修 して街

道としたため、役 目を終えたという。それでも、

このような道標が建 ζられたところを見ると、

朝熊山や二見への近道として使用されていたの

であろう。碑文からいえば、この道標の原位置

はここではないと思われる。おそらく、付け替

えで旧道 となった麻吉前の道沿いに客を呼び込

むたあ、現在の街道沿いに建てられたものであ

ろう。

じやくしよう

元に戻って街道を進むと寂照寺が左手にある。

画僧として、また福祉事業でも知られた騰 上人

ゆかりの寺である。これを過ぎると家並が途絶え、

これまでの町並と不釣り合いな広々とした交差点
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出る。伊勢自動車道 との立体交差、およびその側道との交差点である。伊勢自動車道は、近鉄 鳥羽線

と同様、旧街道の足元を潜るように通 っているが、近鉄が旧道とほぼ直交 しているのに較べ、こちら

は浅い角度で交差するため、交差部の延長が長 くなり、景観に対する影響がかなり大きい。

立体交差を過ぎて少 し行 くと、道路左側、三条前バス停の前に 「月よみの宮さんけい道」と刻まれ

た明治7年(1874)銘 の道標が立 っている。 「つきよみのみや」は伊勢市駅前の外宮別宮 ・月夜見宮 と、

近鉄五十鈴川駅付近の内宮別宮 ・月読宮の二っがある。 この道を指示 しているところから見て、これ
つきよみのあらみたまのみや い ざ ね

は 「月読宮」であろう。月読宮は新旧2本 の23号線にはさまれた島状の杜に、月読荒御魂宮、伊佐奈
い ざ な みのみやぎのみや

岐宮、伊佐奈弥宮の3社 とともに鎮座 している。

さらに妻入の家並を約500m進 む と、 この付近から神宮司庁関係の施設が目につきはじめる。左側
はんぷ ぷ おおぬさ お ふだ

には神宮研修所、続いて神宮司庁頒布部がある。頒布部は神宮で授けられる大麻(神 札)、 暦などを

奉製している。道の向かい側には2基 一組の大きな常夜燈が建っており、傍らの標石には 「管理者」

として、今はない 「油屋旅館」の名が刻まれている。

ここより隼蓉坂と呼ばれる坂を下る。この坂は寛永

頃に改修されて街道となり、先述 した麻吉前の道 と交

代 した。近世末に二度 目の改修が行われており、現在

の道の左側に見られる切り通 し状の斜面などは、この

改修によるものであろう。その左手の斜面の上には、

宝来講で 「おばけ灯篭」と通称 している自然石の常夜
さるたひこ

燈や、猿田彦神社境内北の碑があり、右手には倒壊 し

た常夜灯がある。この常夜燈の残骸を計測 してみると、

もとは笠の一辺が2mを 超えるかなり大きなものだっ

たことがわかる。あるいはその大きさ故に倒壊 して し

まったのかもしれない。

牛谷坂の倒壊常夜燈推定復元図1:150

斜線部分は確認できないため桜木町の
常夜燈から比例推定 図中の人物は身長170cm
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宇 治
う じ そうもん

坂を下ると、右側に宇治惣門跡の碑が立っている。宇治惣門は黒門とも呼ばれ、参宮街道の番屋の
たきくらくろもん

役目を果た した。さらにすぐ先の黒門橋(滝 倉川)を 渡り、御木本道路に出て左折する。

す ぐ、猿田彦神社の門前を過ぎる。祭神の猿田大神は伊勢神宮の鎮座以前に五十鈴川流域を支配 し

ていたといわれ、またその末商が内宮鎮座の先導をしたという伝説か ら、道案内の神ともされる。

神社に面する国道23号線蒲曲町交差点を横切って、次の路地を右折する。ここより内宮の門前、俗

にいう 「おはらい町」に入る。最終目的地の内宮までは、あと少しである。 「おはらい町」は、一般
おんし

庶民が神宮での祓を受けられなかった当時、御師などの下級神官がここに館を並べ、いわば 「代理 ・

出張御祓い」をしていたことか らっいた俗称である。明治4年(1871)年 の御師廃止以後は、土産物屋

街として発展 してきた。近年では伊勢市内観光の目玉のひとっとして光が当たってきている。平成5

年(1993)の 遷宮を機会に、従来進められてきた町並の修景事業も一一段落 し、それに関連 して、電線の

地中埋設(旧 農晃院以南)、路面の石畳化などの事業が実施された。

おはらい町入口から200mほ ど行 くと、左手に神宮道場(神 宮司庁旧庁舎)、 右手に祭主職舎(旧

尼寺 ・慶光院)が ある。どちらも豪壮な建物である。慶光院は豊臣秀吉の命で造営されたといい、土

塀に入 った5本 の筋が格式の高さを物語 る。

これより南が、本格的な町並修景区間で、新築 ・改築の際には近世～近代初頭風に整えている。伊

勢五十鈴川郵便局は、ポス トも郵便事業創業(明治4年 、1871)当時の 「書状集箱」を擬 した ものを使

用、百五銀行では建物に風情を出し、キャッシュサービスを 「現金自動取扱機」としている。また創
あかふく

業宝永4年(1707)の 看板が上がる赤福本店は、明治初期に建 った現在の店舗を大事に使 って きたこと

が、ここへ来て報われたというところであろう。赤福本店横の道は、新橋を渡って宇治館町方面へ続

いている。

おかげ横丁

遷宮を記念して造られた町、それがこのおかげ横丁であ

る。一種の飲食 ・土産物屋街ではあるが、他の観光地の

そうしたものとは一味も二味も違っている。

町を構成する建物は、一部を除いてほとんどが伊勢の

伝統的建築手法によっている。時代設定は現在の赤福本

店が建てられた明治10年(1877)前後。移築 ・再現のもの

はもちろん、創作建築についても 「もし当時の大工にこ

れを発注したらどうなるか」を基準に検討か繰り返され

た。外観だけでなく、構造部材に至るまで本物で、伊勢

建築の特徴であるツガ材を使用して再現している。

テーマ館では、おかげ参りなど参宮の歴史を、一般の

観光客にもわかりやすいよう映像化して解説、またこの

建物自体の外観が、古市 ・長盛座のイメージによる。

入ロに建つ常夜燈も県内各地の近世常夜燈を参考にデ

ザインされた。その奥すぐ左側の 「伊勢路総合案内所」

は単に横丁の案内所ではなく、伊勢路観光の総合情報基

地を目指している。将来は 「伊勢路と参宮についての資

料をそろえ、資料館を併設したい」という。軒を並べる

店にも、安っぼい土産物は見られない。一気に人か押し

かけれは対応の限界を超える、と大きな宣伝もしない方

針だという。腰を据え、息の長い展開をする気と見た。

ひとつの町を造るような事業だ。発展を期待したい。 おかげ横丁入ロの常夜燈
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旧慶光院(祭 主職舎)

r

「おはらい町」の町並

鑛 雛.'n....vwf:

赤福本店向かい側(赤 福旧本社跡地)に は、三重の伝統的建築手法を再現して造 られた 「おかげ横

丁」がある。他所より移築 ・復元さ為たもの・過去の建築のイメージを再現したもの・まった くの創

作建築 といろいろだが、どれも伝統的手法によっており、いわゆる 「張りぼて」ではない。横丁入口

には石造常夜燈があるが、これも近世の常夜燈を参考にしてデザインされている。

さらに行 くと左側に、 「皇大神宮 ・豊受大神宮御白石」を桶に入れて祀った一画がある。その南側

の 「す し久」は近年復原 ・改修されたものである。かなり本格的に手を入れており、外観だけでな く

内部に至るまで完全に復原されている。その意味では 「おかげ横丁」とともに、おはらい町修景の方

向性を示す建築物といえる。

約100m進 むと、宇治法楽舎跡の石碑があり、前に神宮御料酒 「白鷹」を売る三宅酒店がある。ま

た、上地木工所の店先には、伊勢玩具の伝統を引いた くりもの細工の玩具が並んでいる。

こうした、比較的小規模な店が並ぶ.___.郭を過 ぎると、岩戸屋食堂、二光堂など、大規模な土産物屋

が並びはじめる。右手の岩戸屋本店は、もとの塗籠の外観を生かしたまま化粧直 しをおこない、従来

ビルであった二光堂は、妻入 ・大屋根の伊勢風建築に建て替えた。

土産物屋街の中を進んで行 くと、行 く手が開けて正面に鳥居が見えてくる。内宮宇治橋前北側の鳥

居である。奈良、京、大阪のみならず、東海道、江戸方面など、多 くの起点を持っ伊勢街道。そのす

べてがこの鳥居の前で終点を迎える。宝来講の旅 もいよいよ目的地に至II着である。

内宮を参拝する前に、先ほと前を通った岩戸屋食堂で昼食をとる。1日 目から4日 目まで、昼 は

ほかほか弁当で過 ごして来た一行にとっては、かなり豪華な昼食である。しか し前夜の痛飲で胃

が正常に機能 していない者は、これを前に箸を動かすことができず、一方身体が 「豪華さよりも

量!」 を欲 している者には、この昼食はお上品だと感 じられる。まさに悲喜 こもごもである。た

だ、こんなことで一喜一憂できるのも、歩き終えた余裕なのかもしれない。

道 中5日 目 139



力 宮 皇大神宮

昼食後、再び宇治橋前に集合 し、内宮を参拝する。

皇祖神、太陽女神とされ遣莫簸笑雑(笑 薫藍 篁i錨 繕)を 祀っているのが重笑挿蕾、いわゆ

る 「縫 」である。-V照大神宮とも、また主斗藷川のほとりに鎮座することから褄猿 宮と

も呼ばれる。天照大神は、皇祖神 として、また日本各地に鎮座する神々の総氏神、国家の宗

廟として尊ばれてきた。

鎮座についてはr日 本書紀』に伝承がある。天1照大神はもと宮中の殿内にあって、代々天皇

が親祭を行っていた。第10代崇神天皇の時代に初めて皇居から出て、皇女豊鍬入姫命を御杖

代(大 神のヨリマシとしての巫女)と して、大和の笠縫邑に祀 り、さらに大宮地を求めて丹

波、大和、紀伊、吉備などの各地を巡った。次いで第11代 垂仁天皇の時代に、皇女倭姫命が

代わって大御神に仕え、各地を巡幸 したのち、 に の地は朝 日夕 日の来向ふ国、風音の聞こ

えざる国、弓矢 ・靹の音聞こえざる国、大御神の鎮まります国ぞ」と言われ、垂仁天皇26

年9月 、伊勢の五十鈴川上の現在地に鎮まったと伝えられている。
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.回

では、内宮でもまたrお 伊勢まい

り』を参考に神域を見ていこう。

宇治橋 五十鈴川にかかる橋で、

俗界 と聖界との境といわれる。長

さ101.8m、 幅8.42m、 総檜造の

純日本風の大橋である(5日 目扉

写真)。 もともと、現在の位置よ

りも下流にかかっていたといい、

室町期に足利義教によって造営寄

進されたものといわれる。

また、20年毎に行われる式年遷

宮の年にはこの橋 も造替されるさ

れることになっていた。第59回の

式年遷宮は、戦後の混乱と国家か

らの財政分離の影響などで4年 遅

れたが(昭 和28年、1953)、宇治橋

だけは正規の年の昭和24年(1949)

に造替されている。最近では平成
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元年(1989)、第4回 宝来講の年に造替された。

宇治橋の外と内とに大鳥居が立 っている。内側の鳥居には内宮旧正殿の棟持柱が、外側の鳥居
すずか

には外宮旧正殿の棟持柱が用いられている。さらに20年たっと、内の鳥居は鈴鹿峠のふもと、東

海道蘭宿 ・藁あ逡雰の鳥居に、外の鳥居は薬署の 「薯重み籏」の鳥居となる。合わせて60年の勤

めを果たしている。

宇治橋を渡っていると、この旅の終わりが近づいていることに、何か感慨深げなものがよぎ

る。ただ、外宮よりも参拝客の数が多いため、周囲の眼はさまざまである。

宇治橋を渡ると参道は右折 して、広々とした神苑のなかを進む。右折せずに、突き当たりか

ら直進する細い道を行けば、神宮を管理する神宮司庁の庁舎に出る。

内宮神苑 宇治橋から右に折れると、玉砂利を敷 き詰めた道が続 く神苑になる。外とは違った

簡素な趣があり、芝生や松もよく整備されている。今はいかにも神域然としているが、このあた

りは明治中期まで民家や商店が建ち並んでおり、r伊 勢参宮名所図会』(寛政9年 、1798)にもそ

の様子が描かれている。財団法人神苑会が買い上げ整備 したうえ、明治27年(1895)に 献納 して現

在の姿になった。外宮でもそうだが、現在のままの伊勢陣宮に近世の旅人が参宮 していたわけで

はない。むろん、またかわらぬもの も数多 くある。
かみじ

神路山 神苑か ら見える神宮の山々を総称 して神路山という。標高150mか ら400mほ どの山

山である。

神苑を行くとやがて参道の幅は狭 くなる。小さな橋を渡 ると手水舎、鳥居が目に入る。

第一鳥居口御橋 外宮と同様、防火のために掘 った堀川にかけられており、火除橋ともいう。

ここまでは近世に町だったところである。この橋を渡れば神域に入る。 この神域の面積は97haに

及んでいる。

手水舎 この手水舎が右手にあるので、内宮内は右側通行となっている。 この先の五十鈴川岸

で口と手を清める人が多いので、この手水舎は比較的空いている。

第一鳥居 檜素木造の神咀鳥居である。

内宮斎館 参道の左手にある。外宮斎館と同様に、神職が参籠をする。

行在所 斎館の奥にあり、これも外宮と同様、天皇参拝時に用いる。

参道を進むと、右手に五十鈴川の流れがあらわれる。参道は五十鈴川に寄 らないものと、川

岸を経て第二鳥居の前でこれと合流するものの二手に分かれている。

五十鈴川の御手洗場 五十鈴川は御襲落川、宇治川ともいわれる。神路山と罵蕗山に発する二

流が、内宮の西南で合流する。神宮の神域を通り、下流で二っにわかれ伊勢湾にそそぐ。流域は

約10km。
はら さいないしんのう さいおう

ここで口と手を清める。いわばお祓い川である。斎内親王(皇 大神宮に仕える皇女、斎王)が

参向するときはこの五十鈴川で襖をした。今日、神社などで口と手を洗うのは、本来川や海の中
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に入っての襖が簡略化されたものといえる。 「御裳濯」の名は、倭姫命がこの川で襖をし、旅の

汚れを濯いだという伝承によるものとも、地形を表現 したものともいわれる。

錦鯉がた くさん集まって泳いでいる。水はよく澄んでおり、美しい。伊勢の人々は、この川に

は特別な思いがあるといい、特に上流については、神宮への信仰とは離れた、独特の宗教的空間

とも考え られているようである。

参道はこの御手洗場前で左に曲がっている。 しばらく進むと二つ目の鳥居があり、これを抜

けると神楽殿の前に出る。

第二鳥居 外宮と同様、幣吊や勅使のお祓いはここで行われる。

内御厩 第二鳥居をぬけて左手にある。また外御厩が表参道口御橋の外にある。ここにも外宮

と同様、神馬が二頭飼育されている。

内宮神楽殿 参道左手、銅板葺、入母屋造の建物。向かって右端から神楽殿、御饅殿、神札授

与所。皇大神宮、別宮の神の御神札、守祓(お 守)、 神宮暦の授与、また御神楽の奉奏、御齪の

奉葵(初 穂料を奉り、お供えをささげ、御神楽をあげ、祈禧すること)を 受け付けている。神楽

は神遊びともいい、日本で上古から神事に用いられてきた歌舞である。

五丈殿 神楽殿のすぐ東にある。その正面の長さか ら五丈という。雨天時のお祓いなどに用い

る。古くはこの近 くに置婆灘の一院があって、このうちに九丈殿、五丈殿、四丈殿があったが、

今は五丈殿だけが残 っている。

御酒殿 五丈殿の北、切妻造、柿葺の殿舎。御酒殿神をまっる。古 くは諸神に供える神酒を醸

造する所であった。現在はお供えする神酒をここに納める。

由貴御倉 御酒殿の東にならんでいる神明造の社殿。由貴御倉神をまっる。古 くは由貴の大御

饅祭の供物を納めておく御倉であった。由貴とは清浄な、けがれない、の意。

四至神 五丈殿のす ぐ東の石畳にまつる石神。大宮の境界の守りである。

忌火屋殿 五丈殿の東の切妻造、二重板葺の建物。内宮、内宮所管の宮社の神齪の調理がされ

る。忌火を用いるのは外宮と同様である。

これらの建物群を抜けると、参道はゆるいカーブを描きながら、杜のさらに奥へと進んでい

く。外宮のように広々した感 じは受けない。やがて正面に正宮のある、一段小高 くなったと

ころが見えてくる。参道の正面に見えるのは、平成5年(1993)の 第61回 式年遷宮まで正宮が

あった西御敷地。現在はさらに奥の東御敷地に正宮がある。小高い丘を南へ回り込むように

参道が曲折すると、左側にはその西御敷地に上がる石段がある。現在は使われておらず、簡

単な柵が してある。

西御敷地 いわゆる 「古殿地」で、外宮 と同様、次の式年遷宮時に新 しい正宮を建てる場所で

ある。東御敷地が現在の殿地で、西が古殿地、という関係は外宮と同 じだが、外宮とは参道の向

きが逆であるため、外宮とは逆に、この20年間は古殿地の前を通って正宮に至ることになる。た
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だ し、内宮正宮は小高い丘の上にあるため、古殿地の様子をうかがうことはできない。正月の大

混雑時には臨時通路が設けられ、古殿地側の石段が下 り専用として使用される。古殿地周辺を

じっくり観察できるのはこの時だけである。

外宮と同様、平成6年(1993)3月 末までは古殿が残されており、特別資格による拝観ができる。

4月 からは解体工事が始まり、また次の遷宮にそなえることになる。

この古殿地下を過 ぎると、まもなく参道の一番奥、現在の正宮である東御敷地の石段下に達

する。西御敷地 よりさらに長い石段の上に、正宮の鳥居(板 垣南御門)が 見える。

皇大神宮正宮 太陽神 ・皇祖神である天照大神
あめのたちからお

をまっる。相殿神 として、東に天手力男神、西に

芳曙篁萩葎莚命の二座がある。

正宮前に着くと、外宮と同様に蕃塀の後ろに荷

物を置き、石段を登る。板垣南御門内に進み、生

絹の御幌のかけられている外玉垣南御門前にて参

拝する。

参拝の方法などについては外宮と同様である。

ただ、平面的な外宮と異なり、内宮では正宮前

の石段を登らねばならない。これを0歩 々々登

りながら、やっと来た、という感慨を持つこと

も多いのではないだろうか。無事に完全踏破 し

て、その道程を想い返す者。あるいは途中不本

意なが らサポー ト車に救護され、捲土重来に期

する者。その胸中さまざまではあろうが、無事

到着の実感が迫 ってくる場所といえるだろう。

一 凱麟騨 輪一潔　一 画噺〃、.w{一鴨一一
参拝を終え、石段を下 って退出する。石段をバ ックに整列し、恒例の記念撮影である。

石段下を右折すれば、往路と逆に参道は古殿地下の石段の前を抜け、神楽殿方面に戻る。五
あらまつり

丈殿の手前から右へ入る道は、別宮の荒祭宮へ続 く。

荒祭宮 天照大神の荒御魂をまつる。西御敷地のちょうど裏手にあたるうえ、別宮で鳥居がな

いのはこの社だけであることから、正宮と一体になった社と考えられている。

この参道は正宮のうしろへ回り込んでおり、正宮裏手にある建物群の様子を拝するには絶好の

場所である。

神楽殿で御神札を授かる。これも外宮と同様である。とくに定められているわけではないが、

帰路は神楽殿の角を右へ折れ、裏御橋、外御厩から参集殿経由で神苑に出るのが一般的になっ

ている。
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式年 遷宮 と神 宮の建築

式 年 遷 宮

式年遷宮は、伊勢神宮で最大かつ最重要の式典である。20年に0度 、すべての殿舎 ・神宝類を新調し、新

しい正殿に御神体を遷す。 「式年」とは 「定まった年」の意味で、ここでは20年という年限を指している。

掘立式という、朽ちやすい構造から、もともと造替 ・遷宮はあったと思われるが、20年ごとの遷宮が笥渡

として確立したのは、天武天皇の時代といわれる。延暦23年(804)の儀式帳に初めて詳しい規定が記され・

ほぼ同じ規定がr延 喜式』に記載されたことで国家行事として公認された。その後、南北朝時代や戦国期な

ど、国家的な非常時には中断があるものの、今日まで1300年にわたって続けられてきた。

社殿の陳腐化を防ぐためだけでなく、建築物を新しくすることによって権威の再生 ・更新を図る・といっ

た目的もあったのであろう。飛鳥地方における古代宮殿が、一代ごとに建て替えられていたことなどと同じ

発想である。とくに、伊勢信仰は 「森の文化」 「素木の文化」を象徴するものであるから、朽ちた建物では
その権威を保っことはできないと考えられたものかもしれない。

また、20年は 「人間社会」においてもほぼ代替わりの時期であり、技術伝承の面から見ても、こうした周

期の設定には興味深いものがある。

遷 宮 へ の 足 ど り

さて 、ひと くちに 「すべての殿舎 ・神宝」 といって も、内宮 ・外宮だ けで な く、合 わせて14あ る別宮 も全

て遷宮 を行 うので ある。殿舎の造営 に必要 な檜の原木 は13,600本 、新調 される神宝 は189種491点 、装束 は

なんと525種1085点 に も及ぶ。 このため、遷宮の準備 はお よそ8年 前 の 「山口祭 」か ら始め られ る。20年 と

い う周期 の、実 に五分の二が次の遷宮 の準備 に費や されて いる ことになる。

〔平成5年 第61回式年遷宮にいたる諸祭・諸行事〕

昭和60年(1985)5月 ～9月 〔おもに用材伐木の行事〕

山ロ祭 ・木本祭・御柚始祭 ・御船代祭など 木曽の御杣山から用材を伐り出す。

昭和61年(1986)4月 ～昭和63年(1988)4月 〔おもに用材運搬関係の行事〕
お木曳初式 ・お木曳行事など 木曽より伊勢入りする用材を運搬する。

平成元年(1989)11月 宇治橋渡始式 三代夫婦による渡り初めが行われる。

平成4年(1992)3月 ～了月 〔正殿の造営に関する行事〕

立柱祭 ・御形祭 ・上棟祭 ・橡付祭 ・蔓祭 建築そのものにかかわる行事である。

平成5年(1993)8月 御白石持行事

神域内に敷く白石の奉献行事 このときに限り、神領民も正宮に立ち入ることができる。
平成5年(1993)9月 ～10月
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〔新正殿に御神体を遷すための準備行事〕

御戸祭 ・御船代奉納式 ・洗清 ・心御柱奉建 ・杵築祭 ・

後鎮祭 ・御装束神宝読合 ・川原大祓・御飾

完成した新正殿はそのままではただの建物であり、

これを本当の意味で 「正殿」とするためのさまざ

まな準備の行事である。
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皇大神宮の屋根 と垣の構造

〔『お伊勢まいり』(神 宮司庁)よ り〕
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そして、平成5年(1993)10月 、遷宮祭の中心行事である 「遷御」が行われた。今回は内宮が10月2日 、外

宮が10月5日 であった。残念ながら「般の参観は許されていないため、その詳細を直接目のあたりにするこ

とはできない。しかし、過去の絵図や最近のTV映 像資料から、その断片はうかがうことができる。遷御は

夜間に行われ、神官の行列が古い正殿から新しい正殿へと御神体を運ぶ。行列のうち、御神体の周囲には幌

(とばり)が張られている。奈良 ・春日若宮おんまつりの遷幸 ・還幸の様子を想像すれば、ほぼ近いようである。

また悪霊を近づけぬよう、神官は 「ホー」と声を出しながら歩くというが、これもまた似ている。

遷御の後も、新しい御饅を奉献する行事、皇室からの供物を供える行事、古殿の神宝を移す行事、御神楽
などが行われ、正宮に関する遷宮行事は一段落する。しかし、さらにその後も別宮の遷宮祭が行われ、すべ

ての行事が終了するのは平成6年(1994)で ある。その意味では9年 を要する行事ともいえるわけである。

神 宮 の 建 築

神宮の建築に関する記録は奈良時代の正倉院文書にあり、形式、大きさなどもほぼ現在と同じである。神

宮独特のこの建築様式を、他の神社の神明造と区別して唯一神明造と呼ぶ。おもな特徴をあげておこう。

①柱は丸柱の掘立式で、地中に埋め立てられている。

②屋根は切妻造の平入で、萱葺である。

③屋根の両妻にある破風が延びて屋根を貫き、千木となっている。

④棟の上に鰹木が置き並べてある。

⑤棟の両端を直接支えている棟持柱がある。

⑥すべて直線的で、必要な覆金物、飾金物のほかは装飾や彩色がなく、素木造である。

出雲大社の 「大社造」とともに、現代に伝えられる日本建築のうちで、最も古い形式である。大社造が古

代住居の形式であるのに対し、唯一神明造は、高床式の穀物倉庫から発展したものといわれている。

正宮の御垣内は6807㎡ある。殿舎や御垣の配置や構造は、外宮と内宮でほぼ同じである。正殿は萱葺で、

その棟に鰹木(内 宮10本、外宮9本)が 並ぶ。内宮内の鰹木は、外宮の奇数に対 してすべて偶数とされてい

る。千木の先は内宮が地面に対して水平(内 削)、 外宮は垂直(外 削)で ある。

正殿の正面は三間、側面二間、床を高く張り、柱の間は、正面中央に板扉があるほか1よ すべて横板壁で

ある。外周には費子縁をめぐらし、33穎(外 宮31穎)の 居玉が飾られた高欄をつけている。また正面(南)

に10級の木階をつける。屋根の両妻は径79㎝の太い棟持柱が支えている。門口11.18m、 奥行5.45m、 棟の

高さは10.30mで ある。

内宮と外宮との違いとしては、他に次の点があげられる。内宮にのみ瑞垣と内玉垣の間に蕃垣がある。内

宮にのみ内玉垣の東西液門がある(外宮には西披門がない)。 東西の宝殿の位置が異なる(内 宮は正殿の後

方左右。外宮は前方左右)。 内宮にのみ中重鳥居の左右の八重榊がある。内宮には御饅殿がない。内宮の外

幣殿は板垣の外にあり、外宮の外幣殿は板垣の内にある。
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番外 ・よ りみち 伊勢案 内

宝来講では、ほとんど全員が五十鈴川から特急で帰っている。しかし、伊勢には寄り道したいと

ころも多い。伊勢の雑学も含めて、ここでちょっと紹介 しておこう。

おはらい町の伊勢玩具

内宮門前のおはらい町には挽物玩具を作る 「上地木工所」があり、店頭にはヨーヨーをはじめ、木

目の美しいけん玉やだるまおとし、コマなどが並んでいる。ヨーヨーやけん玉は誰もがつい手にとっ

て遊んでみたくなる不思議な魅力を持っている。日本各地からやって来る参宮客は、ここでふと、ふ

るさとを思い出すにちがいない。

江戸時代、伊勢には 「お蝶の手車」と呼ばれる名物があった。明治44年 刊のrう なゐの友』には
「伊勢国山田辺の玩具おてふの手車、昔時おてふといふ女此玩具を作り町中を売歩行しに、幼童皆購

ひて玩弄せしに今に至り同所名物の一つとなれりといふ」と記されている。 「手車」とは今でいう

ヨーヨー(縁 日などで売っているゴム風船ではない)の ことで、幕末に著された 『守貞漫稿』による

と土製の菊形を二つあわせて間を管でつなぎ、その管にひもをまいてあったという。

現在、お蝶の手車を目にすることは難しいが、木製のヨーヨーは伊勢玩具として作り続けられてい

る。江戸時代、参宮者の土産物として発達した伊勢の玩具は、少しつつ形を変えながらも、昔の人の

温もりを伝えてくれている。

肺

戦災に遇い今は面影もないが、江戸時代の古市は、江戸吉原 ・京都島原 ・大坂新町と並ぶ伊勢国最

大の歓楽地。最盛期の天明(1781-89)頃 には妓楼70、 遊女一千、大芝居小屋2、 人家342を数えた。

備前屋、杉本屋、油屋が三大妓楼。この油屋で寛政8年(1796)に 起きた遊女をめぐる刃傷事件は、芝

居に脚色され 「伊勢音頭恋寝刃」として大坂で上演された。古市発の情報も多かったわけである。

享和2年G802)、 伊勢を訪れた滝沢馬琴は次のように記している(『 罵旅漫録』)。
「古市はいつれも大楼なり。見せは暖簾二重にかけてあり。軒はつねののうれんの如し。奥行一間の

土間ありて、そのあがりロに又長暖簾をかける。見せの隅にちひさき曲突にから茶がま一ツかけてあ

り。是は茶店の名目なればなり。(中略)伊 勢の妓楼しかるべきもの。第一古市。第二松坂。(後略)」

河崎 一一一運河に蔵が並ぶ街一

小田橋から勢田川を下っていくと、董子橋、錦水橋、桜橋、JR参 宮線、清田橋、清浄坊橋、そし

て南新橋、中橋、北新橋と続く。南新橋から北新橋までの間が河崎町である。ここは、江戸時代の伊

勢fl斉を支えた地区で、商家が軒 を連ねていた。勢田川を逆上ってきた船から直接荷下ろしできるよ

う、川に面して蔵が建ち並び、独特の趣があった。河川改修のため、現在川沿いに残る建物は少ない

が、中橋の北側には往時の面影をとどめた一郭が残る。町の北端に 「河崎まちなみ館」があって、河

崎にっいての生活資料を展示している(日 曜 ・祝日のみ開館)。

河崎界隈

勢田川に面して並ぶ蔵

雫

譲藷 、 騰 響 強

騙購罵 洩
縫
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朝熊ヶ岳 ・金剛謹寺 一神宮の鬼門鎮護寺 一

内宮のすぐ裏、現在は廃道となっている磯部街道の旧道に面して 「朝熊岳道」を示す大きな自然石

の道標がある。現存日本最古の石造道標ともいわれている。ここが、朝熊ヶ岳にある金剛護寺への登

りロである。金剛謹寺は神宮の鬼門を護る寺といわれ、中世には神宮の神官が納経するなど非常に親

密な関係にあった。当然、近世の庶民にとっても両者は一体と見えたらしく 「お伊勢参らば朝熊をか

けよ 朝熊かけねば片参り」などと謡われて参詣が流行した。頂上までの、通称 「岳道」には現在も

町石か残 る。山頂(標 高553m)か らの眺望は近世にも著名で、足元の伊勢 ・志摩はもちろん、遠く

海の向こうに富士山が姿を見ぜる日もある。俗に、山頂から十八州が見えるといわれている。
噌'

・°.Cq♪・メ'》1..Mら ㌧さ',▽ 菰・誤

神宮徴古館
御師邸にあった堂々たる八脚薬医門(神 宮文庫)

倉田山 一 徴古館 ・美術館 ・神宮文庫一

難
斗

膿

、

、、

義濠
　

姦講
蕪聯

鶏
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}
融糞
　

麺締
…

無～
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神宮の博物館。それが神宮t館 と神宮美術館である。ルネッサンス風建築の徴古館には、神宮の

装束 ・神宝類や、伊勢信仰にかかわる史料など、多数が納められている。宝来講の面々なら参宮関係

史料に興味が集まることだろう。美術館は今次遷宮を記念して新築され、従来徴古館に収蔵されてい

た美術品が移管された。かつてこの美術館の場所にあったのが、農業神の外宮にちなむ農業館。独特

の外観をした明治の木造建築だった。照明もない展示室は、一言でいうなら 「小学校の理科室を覗く

恐怖」。知られざる伊勢名所だったのだが、現在は 「閉館中」扱い。やがて再建の予定という。
一方、神宮文庫は神宮の図書館。入ロに両端に饒が上がった八脚の薬医門が建 っているが、これは

御師 ・福島御塩焼太夫邸から移築されたもの。御師最盛期の当時を伝える、数少ない遺物である。

お伊勢まいり資料館 一 紙人形で見る伊勢参り

猿田彦神社東側、市営浦田駐車場の北隣にあるこの資料館。いわゆる 「史料」などはなく、約4000

体の和紙人形によって再現された参宮風景を展示している。道中の様 子は、名所図会や広重の絵図な

どを参考に製作されており、考証も行き届いている。それと同時に、多数登場する愛嬌たっぷりの猫

など遊び心も十分で、純粋に人形として見ても楽 しめる。

備前屋 ・長盛座など古市の姿、御師邸での神楽の様子と、現在実物が残っていないものも再現され

ている。これらは、名所図会などで見るよりも、紙人形のほうが実感がつかめることだろう。

〔番外編〕伊勢暦

伊勢神宮で売っている暦、と聞くと、陰陽道による占いの類かと思ってしまう。 「神宮館」や 「高

島易断」などの印象が強いからであろう。しかし、実際の伊勢暦を開いてみれば、まるで理科便覧か

と思うような、科学的データの羅列なのである。節気、日の出 ・日の入り、月 ・惑星の運行、潮の干

満、平均気温、平均気圧に、降水量。神宮で製作していることを感じさせるべ一ジは、全国有名神社

の例大祭 日一覧くらいのものだ。

これには理由がある。近世庶民が、神宮を 「農業の神」として尊んできたからである。太陽神(内

宮)と 食物神(外 宮)の 組み合わせである伊勢神宮は、農民からすれば農業の神そのものであった。

すでに江戸時代から、伊勢暦は農業に役立つ実用的な暦として喜ばれ、参宮土産や御師の伊勢土産と

して流布されてきた。その結果か現在の神宮暦なのである。
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朝熊岳道の道標 寛永3年 銘

存在が確認できるなかでは日本最古のもの

旧街道を浦田町方面に引き返 して、浦田町交差点から国道23号 線(御 幸通)に 入る。ここで長 らく

お世話になってきた伊勢街道に別れを告げる。御幸通の両側には石の灯籠が数m間 隔で建ち並んでい

る。灯籠の多 くは、昭和31年(1956)こ ろ立てられたもののようだが、一一本々々に施主名が刻まれてお

り、当時の高名な財界人などの名も見える。

途中の鞠 町で23号線は右側の新道(笛i劣 バイパス)、 左側の旧道(御 幸通)に 分かれており、五

十鈴川駅へは左の旧道を行く。この付近の旧23号線沿いには民家 ・商店などもなく、両側に森が続い

ている。月読宮の入口を右側に見て過ぎれば、前方に近鉄 鳥羽線の高架橋が見えてくる。両側の森が

途切れ、この高架橋の下をくぐると、築堤に沿って左側に上がる道がある。これを行けば、五十鈴川

駅の駅前広場に出る。

ここでサポー ト車と最後の合流である。遠隔地へ帰省する者やOBな ど、ここから直接帰宅する者

も多いので、全員が顔を揃えるのは、これが最後になる。5日 間にわたり、近世 と現代 との橋渡 しを

務めて くれたサポー ト隊の健闘を讃え、また講元の鎌田先生より講評の言葉を頂いて、ささやかなが

ら解散式となる。

鎌田先生から講評を頂 く(第6回)
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五 十 鈴 川 駅 へ

再び宇治橋前へ出て、ここで しばらく自由時

間をとっている。赤福本店で再集合するまでの

時間を利用 して土産物を買う者、赤福本店北隣

の五十鈴茶屋 ・五十鈴蔵を見る者、朝熊岳道の

道標を見に行 く者など、それぞれに分かれて行

動する。

赤福本店に集合、明治初期に建てられた店で、

のんびり、赤福餅をいただくのも恒例となって

いる。疲れた身体には甘いものが心地よく、歩

く旅の時代に甘いものが名物になるのもうなづ

けることである。この店では、現在でも店先の

竈に薪を くべて湯を沸かしている。餅とともに

配 られるお茶は、赤福自家製の焙 じ茶で、赤福

とは絶妙の相性である。
み ゆき



大学に寄らない者は預けていた荷物を受け取り、帰り支度が整うと、奈良へ向かう大学組、大阪方

面などへの直行帰宅組、名古屋方面へ向かう遠隔地組など、それぞれに別れて行 く。

名残惜 しいという気持ち。もう二度と来るか!と いう気持ち。人それぞれではあろうが、 「非日

常」を極めた5日 間が終わるという不思議な感覚 は共通するものであろう。参加者の一人一人が、

自分の限界点ぎりぎりで頑張る。そのためのいらいらもある。行き違いや対立も起こる。しかし、

近世の伊勢参りが、娯楽という面とともに 「若者の通過儀 礼」という性格も持っていたことも忘

れてはならない。現代の旅とは違い、近世の旅は自己解放 ・自己確立の旅でもあったわけだ。宝

来講で、我々はそれに近い経験を したのではないだろうか。さまざまなものを包み込んで、なお

多くのものを与えて くれる旅である。

旅 の 終 わ り

近鉄特急、に乗れば、約2時 間半で奈良である。近代交通機関の速さをこれほどまでに感 じることは、

一生のうちでもそうない経験だろう。初参加者にとっては、少なからずカルチャーショックがあるの

ではないかと思う。現在は、奈良方面からの参加者ほぼ全員が同じ特急で帰っているが、この形は第

2回(1987)か ら始められた。このときには、列車が榛原 トンネルを抜け、朝倉へ向けての長い下りに

差 しかかると 「あ、旧道、旧道!」 「歩いたとこ見える!」 と、一同騒然となったりした。

八木で橿原線に乗 り換えである。大阪組と同じ特急がとれている場合でも、同行できるのはここま

でである。さらに西大寺で、大学へ戻 らない組が離れる。乗 り換えのたびに人数が減っていく。旅の

終わりを実感する。

大学へ戻る組は、もうひと駅乗 って平城駅で下車である。駅から大学への帰路途上、山陵八幡神社

に寄って無事帰村を報告する。

20分ほど歩けば、4日 前に歩いて出発 した大学に帰着である。日が暮れているせいもあるが、ずい

ぶん違う場所に見えた りもする。大学ではサポー ト隊の到着を待ち、到着後は荷下ろし、あと片付け

などをして業務を終了、これで正真正銘の解散となる。

伊勢での興奮状態が、ここまで続いていることも多い。名残惜 しく、なかなか帰りだせないことも

ある。夢見L・地の不思議な5日 間が終わる。
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